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 近赤外波長域(J, H, K バンド)には金星大気の「大気の窓」と呼ばれる波長域が含まれている。このような波

長域では下層大気の熱放射が金星の分厚い大気を透過し、地表～高度約 50km の化学・力学環境のリモートセンシ

ングが可能となる。さらに、J バンドでは下層大気の熱放射に加えて上層大気起源の大気光も観測され、金星熱圏

についての大きな情報を与えうる。2002 年に岡山天体物理観測所で取得した大気光スペクトルからは発光層にお

ける回転温度が得られ、その夜半球分布を得ることに成功した。また、温度分布と強度分布を比較することによっ

て、上層大気の力学を研究する上での新たな手がかりが得られた。しかし、強度と温度の関係を議論できるデータ

は 1 セットしかなく、金星熱圏の力学・化学についての議論を進めるのは難しい状態である。 

 

 そこで我々の研究グループは、2004 年 6 月の金星内合をはさんだ観測好期にあわせて金星夜側大気の観測を

行なった。観測は 2004 年 4 月から県立ぐんま天文台(GAO)との共同研究体制で実施し、155cm 望遠鏡の赤外線カメ

ラを用いた分光撮像により金星スペクトルを複数セット取得した。J バンドのスペクトルには 1.27μm の O2 IRA 

(0,0)帯大気光、1.28μm と 1.31μm の熱放射等のスペクトルが含まれている。このバンドでの波長分解能は 1500

程度で、2002 年データ解析時に確立した手法を応用し大気光・熱放射の強度分布や大気光発光層の温度分布を求

めることが可能である。また、赤外線カメラの Jバンドにおける観測波長域は 1.16-1.34μm であり、2002 年デー

タ（観測波長 1.25-1.33μm）では得られなかった 1.18μm 熱放射が含まれている。この熱放射には水蒸気の吸収

バンドが重なっている為、スペクトルの解析を行なうことで下層大気における水蒸気量の導出が期待できる。 

 

 2004 年に GAO で取得した J バンドスペクトルには O2 大気光・熱放射の特徴が明確に現れている。しかし、観

測時の金星の高度が非常に低かった為、地球大気の吸収が強く表れている。金星の大気光や水蒸気について議論を

行なうには、このような地球大気の影響を細かに考慮するがある。本研究では分光的な解析を中心に行い、O2 大

気光スペクトルと金星水蒸気量の抽出を試みた。 


